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下記までお気軽にお問合せ下さい。
迅速・丁寧な対応を心がけております。
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石井麻美　（新50文　旧姓三宅）
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1964年東京パラリンピックから続く今

吉田紗栄子

　今から53年も昔、日本赤十

字社が募集した語学ボラン

ティアとして1964年東京パ

ラリンピックに参加したこ

とが、私の人生を決定づけ

た。住居学科の３年生だっ

た。

　オリンピック村で車いす

選手のためにスロープを付

けたり、狭いドアを外してカーテンにする工事を目の当たりにした。イタリ

ア選手団に配属され、選手たちと寝起きを共にした経験から、車いすに乗る

人特有の建築的な問題があることを知った。

　卒業論文は「車いす使用者のための住宅」。外国の文献を読んだりパラリ

ンピックで知り合った日本選手の家を調査させてもらってつたない論文をま

とめた。以来バリアフリー（という言葉はなかったが）の設計一筋に仕事を続

け、住み手に家を合わせれば今まで出来なかったことが出来るようになり、

人生をも変える力が住宅にはあることを実感してきた。

　1964年パラリンピックがきっかけとなり障害者の福祉や街づくりなど様々

な分野で環境が整えられてきた。が、こと住宅に関してはなかなか一般の

人々にバリアフリーの意味を理解してもらえない。2020年パラリンピックを

住まいの重要性を知ってもらう良い機会と捉え、「パラリンピックの選手を

お茶に呼ぼう」というプロジェクトを1964年のボランティア仲間と立ち上げ

た。視覚障害者や杖で歩ける方を招いていただく。ホストファミリーは選手

村から家までの公共交通機関、家に入れるかやトイレが使えるか、をチェッ

クする。おおかたの住宅では車いすで入ることが難しいだろう。そこに気づ

いてもらうことが私の意図である。

　2025年には団塊の世代が後期高齢者になり、３人に１人が65歳以上という

人類史上例のない超高齢社会になる。私たち一人ひとりができるだけ長く自

分で自分のことができる状態を作らなければ「介護難民」や「介護離職」は

減らない。元気なうちに将来の暮らしを想像し、生活の舞台となる「家」に

ついて考えて欲しいと心から願っている。

（昭和41年住居学科卒・新16回　NPO法人高齢社会の住まいをつくる会理事長）

物質生物科学科　教授　佐藤香枝

学外研修中のお二人の先生に、女子大を見直して感じることなどを

お書きいただきました。外 か ら 見 た 女 子 大

　スウェーデンのカロリンスカ研究所の敷地内にあるScience for 

Life Laboratoryで４カ月、スイスのスイス連邦工科大学で８カ月の

海外留学をする機会を得ました。

　ヨーロッパには女子大学はないので、日本女子大学から来たと言う

と大抵の人は驚きます。また、私が度々女子大の学生さんとSkypeで

研究の話をしている様子を見て、女子大の学生さんは、礼儀正しく、

素直で、勉強熱心であると褒められました。

　さて、スウェーデンの大学は学費が無料です。私の所属している研

究室には、アルバイトをしている大学院生はおらず、平日は研究に専

念し、休日は遊ぶというより公園などで友だちや家族とゆっくり過ご

しているようです。日本の学生さんが、勉強、アルバイトやサーク

ル、家事のお手伝い、就職活動と忙しく過ごしているのと対照的です。

　子どもの頃から文武両道を目指して頑張る日本で育った私は、環境

の違いに戸惑いました。先生も日本のように一生懸命学生さんを鍛え

たりしません。しかし、良く見ていると、こちらの学生さんは、ゆっ

たりとしていますが、勉強に専念できるせいか、飲み込みが良く、自

分の力で短時間に多くのことを学んでいるようでした。女子大でも、

このような落ち着いた環境を作りたいと思いますが、どうなるでしょ

うか。

　スイスでの生活も始まりました。それぞれの国の良いところを学ん

で帰りたいと思います。

教育学科　教授　清水睦美

　今年度、１年間の国内研修の機会をいただき、日本大学文理学部研

究所の「戦後日本における教育改革イデオロギーの研究」というプロ

ジェクト研究の研究員として研修しています。ここでの私の研究課題

は、「未曾有」と称された東日本大震災は、日本の学校教育の何を問

い直したのかということを明らかにすることです。

　研究方法として、私はこれまでフィールドワークによるデータ収集

を採用してきたため、津波被害の大きかった陸前高田市の学校支援に

も2011年４月から入り、途中から研究活動に切り替え、今日まで被災

学校や教師たちと継続的に関係を結んできています。それらを通して

得られた膨大なデータをもとに、近代教育や戦後の日本の教育、教育

改革の課題に迫るには、データと理論との往復を絶え間なく行うため

に、集中的に研究に取り組むことが必要です。ですので、今回のよう

な研修の機会は本当にありがたいものです。

さて、「外からみた女子大」ですが、研修前半はいろいろな地域で

研究成果発表の機会に恵まれました。そこで驚かされてきたのは、

「私、日本女子大学の卒業なんです」と声をかけられるということで

す。私自身が「どこかに行けば、必ず卒業生に会う」と思い込んでし

まうほどに、声をかけられることが多いのです。そこで感じるのは、

卒業生の大学時代への思い入れが強いということと同時に、地道に、

かつ信念をもって歩んでいることが感じられる経歴に出会うという

ことです。このように外に出る機会を多くもつことになった研修期間

は、卒業生の皆さんから、日本女子大学での学びの意義を再確認させ

てもらってもいます。

　最近の災害は、忘れないうちにやってきます。次々と襲ってきて落ち

着きません。災害に遭われた方に心からお見舞いを申し上げます。

　女子大に学んでいた頃もいろいろありました。卒業がかかる追い込み

の頃、体調を崩し入院となり、内緒でテキストを持ち込み、枕の下に隠

して勉強したこと、スクーリングの折、図書館の地下で勉強中に台風の

影響で図書館が水浸しになり、帰宅の常磐線も途中で止まり真夜中に帰

宅したことなどありました。

　三泉寮でのグループ学習、大もみの木の下での瞑想などを体験し学友

と切磋琢磨して学ぶうちに、成瀬仁蔵の理念と三綱領「信念徹底」「自

発創生」「共同奉仕」の心が少しは培われたかと自覚します。

　東日本大震災から２年目、南相馬市で鎮魂復興市民植樹祭があり参加

しました。がれきを生かす森の長城プロジェクトとして細川護熙元首相

のグループが立ち上げた事業です。津波に弱い単一樹種でなく、広葉

樹を主に７種の苗木を土中に埋めたがれきの上に密植し互いに競わせ、

根ががれきを抱え込むように広がり強固な地盤を形成するという論理で

す。約３千人で２万本の植樹を完遂しました。

　緑と環境問題への関心から「森林文化協会」の会員となり13年。関連

から日立市の緑化審議委員を委嘱され３期目。趣味としては短歌誌２

つ。香川 進創刊「地中海」、田崎 秀創刊「茨城歌人」に所属。毎月短

歌を２誌に出す生活リズムです。無理せず気張らず生きていきたいです。

Ｓ.Ｍ.　通信44回

平成８年生活芸術学科卒
私を語る

第27回

☆初動対応に最適な3日分BOXセット

¥4,600（標準価格¥5,184）　

・¥3,000以上で送料無料（価格は税込み）

・商品はミドリ安全㈱よりお届けします。

―防災グッズのご紹介― 備えることで被害は減らせる!!

☆使い捨て防塵マスク 20枚

¥2,330（標準価格¥2,745）

☆折りたたみアルミマット

　地面からの冷気・湿気を防ぐ

 ¥1,400（標準価格¥1,728）

☆マルチライトアトラス

　懐中電灯、ランタン、非常用シグナルの1台3役

 ¥2,920（標準価格¥3,240）

この他にも多数取り扱っています。

実業部

　TEL 03-3941-7002

　FAX 03-3942-9218

tuhanjitu@atlas.jwu.ac.jp




